
広
島
県
内
に
本
店
を
置

く
全
て
の
金
融
機
関
に
対

し
民
商
・
県
連
が
毎
年
お

こ
な
っ
て
い
る
金
融
機
関

本
店
懇
談
、
今
年
も
広
島

銀
行
を
皮
切
り
に
と
り
く

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

10
月
13
日
（
木
）
午
後
、

広
島
銀
行
と
の
懇
談
に
は
、

北
民
商
の
寺
本
要
求
運
動

部
長
と
陶
山
事
務
局
長
の

２
名
を
含
む
５
名
が
参
加
。

広
島
銀
行
は
法
人
企
画
部

の
加
計
法
人
企
画
室
長
ら

５
名
が
応
対
し
ま
し
た
。

事
前
の
申
入
れ
に
対
す

る
回
答
を
伺
い
、
参
加
者

か
ら
は
中
小
業
者
の
実
情

も
話
し
、
地
域
経
済
を
守

る
立
場
で
の
更
な
る
支
援

等
も
求
め
懇
談
し
ま
し
た
。

以
下
は
寺
本
要
求
運
動

部
長
か
ら
の
報
告
で
す
。

融
資
相
談
体
制
作
る

も
、
対
象
業
者
を
選

別
し
て
い
る
面
も

申
入
れ
と
主
な
回
答
は

以
下
の
通
り
。

Ｑ
①
「
コ
ロ
ナ
・
物
価
高

騰
対
策
の
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
資
金
供
給
を
」

広
銀
「
コ
ロ
ナ
禍
当
初
か

ら
特
別
貸
付
な
ど
の
融

資
を
し
て
い
る
。
」

Ｑ
②
「
コ
ロ
ナ
長
期
化
で

資
金
繰
り
が
厳
し
い
現

状
を
考
慮
し
た
支
援
を
」

広
銀
「
コ
ロ
ナ
融
資
（
ゼ

ロ
ゼ
ロ
融
資
）
の
据
置

期
間
が
終
わ
る
令
和
５

年
以
降
、
支
払
い
が
発

生
す
る
時
期
が
心
配
。
」

Ｑ
③
「
財
務
相
談
は
実
情

を
き
め
細
か
く
聞
き
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
資
金

供
給
を
」

広
銀
「
２
億
円
以
下
の
融

資
相
談
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
サ
ル
セ
ン
タ
ー
（
以

前
の
名
称
は
ビ
ジ
ネ
ス

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

３
千
万
円
以
下
を
扱
っ

て
い
た
。
）
が
相
談
に

乗
っ
て
い
る
。

現
行
は
20
～
30
人
程
度

で
業
務
を
お
こ
な
っ
て

い
る
の
で
審
査
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
が
、

来
年
は
増
員
の
予
定
で

あ
る
。
各
支
店
で
も
相

談
に
乗
っ
て
い
る
し
、

事
業
性
評
価
も
お
こ
な
っ

て
い
る
。
伴
走
支
援
型

融
資
も
お
こ
な
っ
て
い

る
が
、
時
間
が
か
か
る
。

Ｑ
④
「
中
小
業
者
に
有
利

な
融
資
制
度
の
積
極
活

用
を
」

広
銀
「
今
後
は
、
若
い
人

に
も
分
か
る
よ
う
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
融
資
相
談
が
出
来
る

よ
う
考
え
て
い
る
。
行

員
の
数
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
」

Ｑ
⑤
「
税
務
調
査
の
反
面

調
査
は
納
税
者
の
承
諾

を
得
て
受
け
る
こ
と
」

広
銀
「
申
入
れ
の
通
り
、

従
来
と
変
わ
ら
ず
対
応

し
て
い
る
。
」

そ
の
他
の
回
答
。
報
告

や
感
想
と
し
て
、
「
広
銀

の
収
益
は
、
融
資
30
％
、

Ｍ
＆
Ａ
40
％
で
業
務
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
特
に
零

細
事
業
者
・
個
人
事
業
者

に
は
余
り
力
を
入
れ
ず
、

回
答
で
も
『
信
金
・
信
組

の
領
分
に
入
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
』
と
答
え
が

あ
り
、
棲
み
分
け
を
し
て

い
る
様
子
だ
っ
た
」
、

「
イ
ン
ボ
イ
ス
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

心
配
し
て
い
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
」

【
要
求
運
動
部
長

寺
本
政
喜
記
】

他
行
の
懇
談
も
含
め
、

県
連
で
報
告
書
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
ら
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。【

陶
山
記
】

10
月
15
～
16
日
、
日
本

母
親
大
会
が
３
年
ぶ
り
の

会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン

を
併
用
し
て
開
催
さ
れ
、

の
べ
1
万
４
千
人
の
参
加

で
し
た
。
北
民
商
婦
人
部

は
５
名
で
、
15
日
（
土
）

の
問
題
別
集
会
「
気
候
正

義
を
求
め
る
」
に
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
し
ま
し
た
。

気
象
災
害
や
気
候
変
動

に
よ
る
問
題
は
、
作
物
な

ど
に
も
影
響
し
、
戦
争
に

も
平
和
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
深
刻

化
し
て
い
る
の
か
。
気
温

が
１
度
上
昇
す
る
と
大
気

中
の
水
蒸
気
量
が
７
％
増

加
し
、
海
水
温
が
上
が
る

と
水
蒸
気
が
増
え
、
雨
の

量
が
多
く
な
る
た
め
に
、

台
風
や
豪
雨
被
害
が
大
き

く
な
る
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

発
言
者
は
、
海
か
ら
見

る
地
球
に
つ
い
て
ダ
イ
ビ

ン
グ
歴
45
年
の
中
で
「
最

初
の
20
年
間
は
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
そ
の
後
サ
ン
ゴ

の
白
化
現
象
が
起
き
、
こ

の
20
年
間
は
サ
ン
ゴ
が
ど

ん
ど
ん
死
に
、
魚
も
減
っ

て
き
た
。
沖
縄
で
も
同
じ

こ
と
が
起
き
て
く
る
。
太

平
洋
の
島
々
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
だ
ら
け
、
日
本
は
磯
焼

け
で
海
藻
が
取
れ
な
く
な

る
」
と
。
私
た
ち
は
Ｃ
ｏ

２
削
減
で
、
環
境
保
全
を

め
ざ
す
運
動
の
呼
び
か
け

も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
使
わ

れ
た
枯
葉
剤
。
日
本
で
作

ら
れ
、
余
っ
た
枯
葉
剤
は

九
州
や
中
国
地
方
を
中
心

に
全
国
の
国
有
林
54
か
所

に
埋
め
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
豪
雨
災
害
が
増
え
、

気
候
変
動
で
悪
魔
が
よ
み

が
え
る
可
能
性
が
高
い
事

も
知
ら
ず
暮
ら
し
て
い
る

事
は
怖
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
「
子
ど
も
た

ち
に
『
核
兵
器
も
基
地
も

原
発
も
戦
争
も
な
い
平
和

で
明
る
い
未
来
』
を
手
渡

す
た
め
に
、
と
も
に
力
を

あ
わ
せ
よ
う
」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
【
牛
田
記
】
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各
支
部
か
ら
１
～
２
名
ご
参
加
く
だ
さ
い

秋
の
拡
大
行
動

会
員
訪
問
・
対
象
者
訪
問

10
月
30
日
（
日
）
９
時
30
分
集
合
。

午
前
だ
け
、
午
後
だ
け
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

参加した婦人部役員のみなさん

広
島
銀
行
を
皮
切
り
に
金
融
機
関
懇
談

融
資
相
談
、
中
小
業
者
支
援
、

地
域
経
済
振
興
や
事
業
承
継
な
ど

申入書を渡す寺本部長（上写真の左）

と、民商の役員ら（下写真の左）

第
67
回
日
本
母
親
大
会
in
埼
玉
・
群
馬

「
気
候
正
義
＝
気
候
変
動
に
対
す
る
負
担
や
利
益
を

公
平
に
共
有
す
る
」
と
は

裏
面
で
、
飲
食
店
の
設
備
や
、
生
活
衛
生
関

連
業
種
向
け
の
支
援
策
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。


